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令和３年度 新島村立新島中学校 

授業改善推進プラン 

【教科名：国語】 

 現状分析 課題 具体的な方策 

１

年 

・意欲的に取り組んでいる。

全体で考えたり発言した

り質問したり活発に授業

を行うことができる。 

・標準学力調査（NRT）では、

「知識・技能」「思考・判断・

表現」ともに全国平均を下

回っている。特に、「書くこ

と」についての平均が大き

く下回っている。 

・自分の考えを表現したり、

他者の考えを汲んで解決し

たりしていく力の向上。 

・目的や文章の構成など、書

く力読み取る力の向上。 

・話し合い活動などで意見を交

流する機会を増やす。 

・個人で考える時間を十分に確

保し、書いたり発言したりす

る時間を充実させる。 

・単元の最後に意見文など自分

の考えを目的に沿って書く

活動を取り入れる。 

 

２

年 

・前向きに課題や意見交流、

各活動に取り組む生徒た

ちである。 

・標準学力調査（NRT）では、

語句や表現技法、漢字、文

法、古典的な文章など、特

に「知識・技能」の結果が

全国平均を下回っている。 

・漢字等の語彙力の向上。 

・「知識・技能」に加え、文学

的文章や古典的文章を読み

取る力の向上。 

・継続して漢字テストや語句テ

ストを行っていく。 

・文法に関しては、定着度テス

トを行い、つまずきに早い段

階で気付かせ、理解できるま

で復習させる。 

・文章を読む単元の中で読者と

しての意見や考えではなく、

多面的・多角的に考える活動

を充実させる。 

・個で考えたことに対して全体

で意見を交流する機会を増

やす。 

３

年 

・意欲的に課題に取り組む生

徒が増えた。学力に二極化

が顕著である。 

・標準学力調査（NRT）では、

全項目で全国平均を下回

っている。特に、「文学的な

文章を読むこと」などの、

「読むこと」についての平

均が大きく下回っている。 

・「知識・技能」の定着に加え、

文学的な文章等においての

思考力、表現力の向上。 

・グループ活動の充実。 

 

・単元の終わりや、既習事項の

復習定着度テストを行うこ

とで、自らの学習を考える時

間を設ける。 

・文章を読む単元において、作

者の主張や登場人物の心情

に対しての自らの考えをも

つ時間や表現する時間を十

分に取る。 

・個で考える時間を十分確保す

ることと、少人数で話し合う

課題を設定する。 

 

【教科名：社会】 

 現状分析 課題 具体的な方策 

１

年 

・到達度テストでは全国平均

を上回り、小学校での学習

がある程度習得できてい

る。 

・家庭学習ノートを見ると 1

年生ながら自分なりの学習

・教科書本文が理解できてい

ない生徒がいるなど、ベー

スとなる国語力、言葉の力

不足の解消。 

・わかっているつもり、でき

ているつもりでいるが、実

・教科書全文読みや、穴埋めノ

ートなどを活用し、漢字、言

葉の力を育成する。 

・毎回の授業での復習小テスト

を継続し、家庭学習の習慣化

と基礎知識向上を図る。 



2 

 

方法を考えて取り組めてい

る生徒が多い。 

・授業では誤答を恐れず、積極

的に発言できる。 

際には身に付いていないケ

ースが多いため、その差を

埋めていく。 

・班での意見交換など学び合う

場を設けることで自分の考

えを客観的に分析する姿勢

を身につけさせていく。 

２

年 

・到達度テストでは地理は平

均を上回り、歴史は大きく

下回る。特に思考判断力が

不足している。 

・知識の暗記は努力して習得

できるが、その知識を活用

することができていない。 

・授業態度は真面目で、誤答を

恐れず、積極的に発言する

こともできる。 

 

・歴史の語句などは漢字から

意味を推測することができ

ないなど語句理解に苦労し

ている生徒が多いため、ベ

ースとなる国語力、漢字力

の向上が課題。 

・知識がぶつ切りになってい

るため、歴史を流れでとら

えるなど、点から線への発

展による知識の活用、思考

判断力の育成。 

・教科書全文読みや、穴埋めノ

ートなどを活用し、漢字、言

葉の力を育成する。 

・真面目で向上心があるので、

発問を工夫し、粘り強く思考

する機会を多く設定する。 

・班での意見交換などから、自

分の考えを表現し、他者の考

えを聴くことで多様な発想

や思考方法を学び合う場を

より多く設ける。 

３

年 

・到達度テストでは、半数以上

の生徒が５段階評価で２以

下であり学力差が大きい。 

・ノートを書く、発問の回答に

取り組むなど授業態度が

徐々に身に付いてきたが、

集中力が続かない生徒もま

だいる。 

・自分で考え、自分の言葉で表

現できる生徒が少しずつ増

えてきている。 

・やっと漢字で書ける生徒が

増えてきたが、学力差が大

きいため、基礎と発展のバ

ランスをうまくとりながら

の授業構成が課題。 

・観点別に見ると知識に比べ

て思考、技能が低い生徒が

多く、身に付けた知識を活

用する思考力や、資料活用

の技能の向上を図ることが

課題である。 

・毎回の授業での復習小テスト

を継続し、家庭学習の習慣化

と基礎知識向上を図るとと

もに、授業では発展的な発問

を交えながら基礎と発展の

両立を図っていく。 

・自分で考え表現することを通

して知識を活用し、他者の考

えを聴くことで多様な発想

や思考方法を学び合う場を

より多く設ける。 

 

【教科名：数学】 

 現状分析 課題 具体的な方策 

１

年 

・全体的に積極的に授業に取

り組んでいる。 

・標準学力検査では、内容別に

見ると全項目で全国平均を

少し上回っている。観点別

に見ると、「知識・技能」は

全国平均を上回っている

が、「思考・判断・表現」は

下回っている。 

・基礎・基本のさらなる定着

を図る。 

・「思考力・判断力・表現力」

を向上させる。 

・単元テストを中心に、各種

テストを通して、基礎・基本

の定着度を把握する。 

・放課後の補習教室を定期的

に実施する。 

・コロナ禍ではあるが、でき

る限り授業中の学び合いを

充実させ、考える力を身に

付ける。 

２

年 

・標準学力検査では、３学期

に扱った単元の結果は全

国平均と変わらないが、

１・２学期に扱った内容は

全国平均を下回っている。 

・積極的に授業に臨み、主体

的に考えようとしている。

一方で、意見交流や質問を

しづらい雰囲気もある。 

・知識・技能の定着。 

・コロナ禍における学び合い

と、助け合う雰囲気の醸成。 

・単元テストや定期考査を通

して、基礎・基本の定着度を

把握する。 

・学力を定着させるために、

家庭学習を更に促す。 

・学び合い学習を充実させ、

助け合うことで理解を深め

させる。 
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３

年 

・標準学力検査、全国学力調

査共に、すべての観点で全

国平均を下回っている。 

・学力の二極化が顕著であ

る。 

・定期考査の得点に関して

は、徐々にではあるが改善

傾向である。 

・基礎、基本が定着していな

い生徒が多く、演習問題な

どに自力で取り組むことの

難しい生徒が多い。 

・個別支援の必要な生徒が多

い。 

・基礎・基本となる事柄を折

に触れて復習し、知識・技能

の定着を図っていく。 

・単元ごとに復習確認テスト

を実施し、生徒のつまずき

を把握する。 

・技能面で不安を抱く生徒を

対象に、放課後の未来塾な

どを利用して補習を行う 

 

【教科名：理科】 

 現状分析 課題 具体的な方策 

１

年 

①標準学力検査（NRT） 

・知識・技能は平均以下。 

・思考・判断・表現は平均以上。 

②授業評価アンケート 

・少人数で意見を交流する時

間が不十分。 

・グループで意見が深まる経

験が少ない。 

③定期考査 

・二極化が顕著である。 

・基本的な知識・技能の向上。 

・意見を交流する機会や、考

える時間の十分な確保。 

・話し合い活動の更なる充

実。 

・学力の底上げが必要。 

・単元ごとに演習の時間を確保

し、知識の定着を目指す。 

・考える時間をとるだけでな

く、はやく終わった生徒への

課題も準備する。 

・話し合い方について助言した

り、振り返り活動を活用した

りして内容を充実させる。 

・必要に応じて補習を実施。 

２

年 

①標準学力検査（NRT） 

・思考表現・技能は平均以下。 

・知識・理解は平均。 

②授業評価アンケート 

・少人数で意見を交流する機

会や、個人で考える時間が

不十分。 

・質問しづらい雰囲気がある。 

③定期考査 

・中間層は多いが、上位層が少

ない。 

・観察実験の技能の向上。 

・科学的な思考力の育成。 

・意見を交流する機会や、考

える時間の十分な確保。 

・友達同士で質問しやすい雰

囲気づくり。 

・発展的な課題や、事象に関

して表面的ではなく、より

深い理解が必要。 

・定期的に技能テストを行い、

技能の定着を目指す。 

・グループで課題を解決できる

よう声掛けを行う。 

・考える時間の確保。 

・振り返り活動などのコメント

を通して、良い関係を築く。 

・結論を生徒に説明させ、更な

る理解を目指す。 

３

年 

①標準学力検査（NRT） 

・全ての観点で全国平均以下。 

②授業評価アンケート 

・寝ている生徒への指導が不

十分。 

・少人数で意見を交流する体

験と、授業内容が深まる経

験が減少している。 

・主体的に取り組む態度が低

い。 

③定期考査 

・二極化が顕著である。 

・知識技能の定着が必要。 

・思考力・表現力の更なる向

上と表現活動の充実。 

・授業規律の徹底。 

・グループ活動の充実。 

・発展的な学習課題の設定。 

・学力の底上げが必要。 

・演習を行う時間を確保し、基

本的な知識技能の定着を図

る。 

・寝ている生徒に声をかけ、記

入など丁寧に指導していく。 

・目標を自分で考え、目的意識

を持てるようにする。 

・話し合いで役割分担を行い、

全員が参加できるような課

題設定により技能を高める。 

・必要に応じて補習を実施。 
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【教科名：音楽】 

 現状分析 課題 具体的な方策 

１

年 

①授業の様子 

・音楽の各分野に興味関心が 

あり、意欲的に活動できる。 

②授業評価アンケート 

・少人数で意見を交流する 

時間が不十分で意見が深ま

る経験が少ない。 

・興味関心を基盤とした、 

知識の定着。技能の向上。 

・グループ活動を充実させる

ための課題設定。 

 

 

 

・振り返りの充実で知識の定着

を図る。より高い課題を設定

して技能を高める。 

・授業内容に話し合い活動を取

り入れていく。 

２

年 

①授業の様子 

・音楽の各分野に興味関心が

高く、意欲的に活動できる。 

・グループ活動で協力したり 

教え合ったりできる。 

・内容理解の定着に課題。 

②授業評価アンケート 

・クロームブック活用に関し

て評価が低い。 

・授業内容理解度の把握。 

・定着を図るための振り返り

の充実。 

・クロームブックの活用。 

・反応が良くても、改めて内容

を復唱させたり、前時の復習

を導入時に行い、理解の定着

を図る。 

・クロームブックを効果的に活

用できるよう、授業づくりを

行う。 

３

年 

①授業の様子 

・１年次より課題に集中して

取り組める生徒が増えた。 

・取り組み姿勢に個人差が 

ある。 

・提出物、持ち物管理ができな

い生徒が多い。 

・粘り強く課題に取り組むこ

とが課題。 

②授業評価アンケート 

・少人数で意見を交流する 

時間が不十分で意見が深ま

る経験が少ない。 

・学級の現状や個の能力に応

じた課題の設定。 

・グループ活動を充実させる

ための課題設定。 

・生徒へのサポート強化。 

 

 

・全体の共通課題に合わせて 

個に応じた課題の設定を行

い、選択して取り組めるよう

にする。 

・授業内容にグループ活動を取

り入れ、互いに学び合ったり

教え合う関係を作り、クラス

全体で授業に臨めるように

していく。 

・必要に応じて補習を行った

り、個別の声かけを増やす。 

 

【教科名：美術】 

 現状分析 課題 具体的な方策 

１

年 

・集中して積極的に取り組む

ことができる。 

・感じたことや考えたことな

どを言葉や文章で素直に表

現することができる。 

・苦手意識がある題材や素材

に対して消極的になってし

まう。 

・絵の具を使った作品に対し

ての苦手意識がある。 

・グループ活動の時間を増や

し、お互いにアドバイスや発

見を共有させる。 

・表現の具体的な良さを自覚さ

せ、自己肯定感を高める。 

２

年 

・興味関心が強く、積極的に学

習に取り組むことができる。 

・お互いに教え合ったり、アド

バイスをし合ったりする姿

が頻繁に見られる。 

・一つの発想にこだわりが強

く、発想を深めたり広げた

りするまでに時間がかか

る。 

・細部までこだわって制作で

きるため、時間内に完成で

きないことがある。 

・グループ活動の時間を増や

し、他者の意見を取り入れる

ことができる機会を設ける。 

・１時間ごとのゴールを明確に

設定し、見通しをもたせやす

くする。 
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３

年 

・授業を活性化させる発言が

多い。 

・生徒同士で教え合ったり、声

を掛け合ったりする。 

・作品制作の過程で、意図に応

じた工夫を柔軟に取り入れ

実践することができる。 

・本制作に取り組むまで時間

がかかる。 

・鑑賞で感じたことを文章で

表現する力の向上。 

・主体的に取り組める時とそ

うでない時など、取り組み

姿勢にムラがある。 

・Chromebookを活用し、アイデ

アスケッチやプリント記入

の時間を短縮する。 

・扱う素材や制作環境で、生徒

が楽しみながら学べるよう

にする。 

・些細な成功も見逃さず、取り

組もうとしたことを認め、自

己肯定感を高める。 

 

【教科名：保健体育】 

 現状分析 課題 具体的な方策 

１

年 

・非常に興味・関心が強く積極

的に活動できる。 

・男女仲が良く、全員でアドバ

イスしながら活動できる。 

・より効果的で成果に繋がる

取り組みを行うこと。 

・粘り強く取り組むようお互

いのアドバイスを行うこ

と。 

・グループ学習を主として行

い、相互にアドバイスできる

ようにする。 

・課題を明確にできるようタブ

レットやカードを活用する。 

２

年 

・非常に興味・関心が強く積極

的に活動できる。 

・男女仲が良く、全員でアドバ

イスしながら活動できる。 

・ストレッチの習慣が不足し

ている。 

・より効果的で成果に繋がる

取り組みを行うこと。 

・粘り強く取り組むようお互

いのアドバイスを行うこ

と。 

・日常的にストレッチをする

こと。 

・グループ学習を主として行

い、相互にアドバイスできる

ようにする。 

・課題を明確にできるようタブ

レットやカードを活用する。 

・ストレッチを増やし、かつ、

家庭での習慣化を促す。 

・自己反省とともにグループ学

習を継続する。 

３

年 

・興味・関心が強く積極的に活

動できるが、二極化してい

る。 

・体力は向上傾向にあるが、さ

らなる向上が期待できる。 

・ストレッチの習慣が不足し

ている。 

・準備や片付け、取り組みが

より主体的にできるように

し、できる感覚を味わうこ

と。 

・日常生活の中から、体力を

つける習慣を身に付けるこ

と。 

・ストレッチ方法を理解する

こと。 

・グループ活動を主として行

い、支援が必要な生徒に対し

て集中的に指導を行う。 

・日常生活で簡単にできる体力

アップの方法を指導する。 

・効果的なストレッチ方法を説

明する。 

・自己反省とともにグループ学

習を継続する。 

 

【教科名：技術】 

 現状分析 課題 具体的な方策 

１

年 

・よく話を聞き、発言も積極的

である。 

・周囲へ助けを求められない

生徒がいる。 

・知識・技能の底上げ。 

・協同活動の意識付け。 

・授業の中で復習や振り返りの

時間を取り、知識の定着を図

る。 

・ペアやグループをつくった

り、意見交換の場を設けたり

する。 

２

年 

・意欲的で活発な生徒が多い。 

・理解度にばらつきがある。 

・協同活動の意識付け。 

・振り返りの充実。 

・ペアやグループ単位での学

習・作業の機会を増やしてい

く。 

・振り返りを次の授業でフィー

ドバックするなど、つながり
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をもたせる。 

３

年 

・周囲へ助けを求められない

生徒がいる。 

・手を動かすことについては

意欲的に取り組む傾向が強

いが、計画や見通しを立て

ることを苦手とする生徒が

多い。 

・グループ活動の充実。 

・計画と振り返りの充実。 

・ペアやグループでの活動場面

を設定する。 

・単元の流れや計画、内容振り

返りの時間を設定し、落ち着

いた状態で取り組ませる。 

 

【教科名：家庭科】 

 現状分析 課題 具体的な方策 

１

年 

・活動に意欲的に取り組むこ

とができる。 

・考えのまとめや、知識技能の

活用が苦手な部分がある。 

 

・知識や技能を活用する場面

を設定し、スモールステッ

プで進めていく。 

・課題解決学習を生徒に意識

させ、知識・技能を活用しよ

うとする姿勢を育む。 

・グループ活動を通して、多角

的に思考できるような場面

設定を行う。 

・振り返りカードを通して、見

通しやできるようになった

ことを明確化する。 

２

年 

・意欲的に取り組む生徒が多

く、反応が良い。 

・グループ活動に積極的に取

り組むことができるが、理

解が不十分なまま、作業や

活動に入ってしまう生徒が

いる。 

・基礎的・基本的な知識を定

着させる。 

・見通しをもち、取り組める

ようにする。 

・互いに学び合えるようにす

る。 

・定期的に復習テストを実施

し、知識の定着を図る。 

・めあてとまとめを意識させ、

授業や題材の流れの見通し

をもち、取り組むことができ

るようにする。 

・分からない部分を教えあえる

雰囲気づくりに努める。 

３

年 

・反応が良く、活動に積極的に 

取り組む生徒が多いが、集

中力が続かない生徒もい

る。 

・基礎的な知識・技能の定着に

課題がある。 

・集中して取り組めるよう、

見通しをもたせたり、展開を

工夫したりする。 

・基礎的・基本的な知識を定

着させる。 

 

・グループでの話し合い活動を

充実させ、学び合える環境を作

る。 

・振り返りカードを通して、授

業や活動の見通しをもてるよ

うにする。 

・前時の復習や、定期的な復習

テストを行う。 

 

 

【教科名：英語】 

 現状分析 課題 具体的な方策 

１

年 

・基礎・基本の定着に向けた音

読など反復練習に対して前

向きに取り組むことができ

る。 

・先生には遠慮なく質問でき

る反面、友達と協働して課

題を解決しようとする場面

が少ない。 

・小学校から「教科」として取

・目的意識をもてずに取り組

むと単調な活動になってし

まう。 

・積極的に発言できる生徒の

声と、なかなか自分の考え

を言えない生徒の考えの両

方を活かすこと。 

・「書くこと」になると一気に

苦手な生徒が増える。 

・個別に達成目標を設定するな

どして、より主体的に取り組

めるようにする。また、変容

が見とれるような振り返り

シートを活用し、反復練習に

対する動機づけを行う。 

・ジャンプの課題を取り入れ、

考える時間を増やす。意見を

引き出し、繋いで共同的に学
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り組んできた成果として、

「聞くこと」「話すこと」「読

むこと」に対する取り組み

は苦手意をもたずに取り組

んでいる。 

習できるようにする。 

・書く機会を増やす。単語テス

トを行い書くことに対する

意識づけを行う。 

２

年 

・授業の取り組み、予習復習な

どを含めた家庭学習も前向

きに行っている。 

・NRTの結果では「書くこと」

の領域で全国比に比べ下回

っている。 

・積極的な発言、友達との協

働学習など、授業はどのよ

うな形態でも活発に行うこ

とができるが、知識がなか

なか定着しない。 

・知識・技能を活用して、話

したり書いたりできるよう

にすること。 

・単元ごと、内容ごとの見通し

を教師も生徒もこれまで以

上にしっかりもつ。振り返り

をすることが自分のために

なると感じられるように授

業１時間ごとから単元ごと、

またはラウンドごとなど

様々な角度から学習を振り

返る機会を設ける。 

・授業の帯活動で話すこと、書

くことに充てる時間を増や

し、何度も繰り返し練習す

る。 

３

年 

・授業アンケートより、「わか

らないときに質問しやすい」

という項目において、評価が

低い。 

・授業アンケートの中で授業

の中で、「考える時間」や「考

えの深まり」に関する評価が

低い。 

・NRTの結果では「聞くことが」

全国に比べて正答率が比較的

近いものの、全領域において、

下回っている現状である。 

・真面目に授業に取り組んで

いるが、積極的に発言する

生徒が決まりがちで、全員

で取り組むことができてい

ない。 

・基礎・基本に重点をおいた

授業が多い。 

・学力差が大きいので、個別

の指導が必要。 

・一部の声だけで授業を進めな

いようにする。振り返りシー

トから疑問点や意見を見取

り、授業改善を行う。 

・ジャンプの課題を取り入れ、

考えることを促し、深められ

るようにする。 

・習熟度別少人数授業を活か

し、基礎・発展の生徒の取り

組みや定着度に応じて、柔軟

に対応する。 

・単語テストや単元テストを行

い自らの学習の定着を確認

し、後の学習に活かせるよう

にする。 

 


